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懇
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催
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平
成
25
年
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市
政
懇
談
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開
催
報
告

市
長
と
語
ろ
う
！

地
域
の
課
題
な
ど
を
、
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
ま
し

う
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平
成
25
年
度
に
開
催
し
た
４
小
学
校
区
で
の
主
な
懇
談
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

　

こ
の
「
市
政
懇
談
会
」
は
、
須
藤
茂
市
長
が
市
政
運
営
の
方
針
や
課
題
な
ど
を
市
民
の
み
な
さ
ん
へ
お

話
し
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
ご
意
見
・
ご
提

案
を
い
た
だ
き
、
ま
た
地
域
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
市
民
の

み
な
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
、
知
恵
を
出
し
合
う
こ
と
を
目
的
に
、

平
成
25
年
10
月
か
ら
小
学
校
区
単
位
で
順
次
開
催
し
て
い
る
も

の
で
す
。
平
成
26
年
度
は
８
小
学
校
区
で
開
催
を
し
て
い
く
予

定
で
す
。 

下
館
小
学
校
学
区

10 月 29日

参
加
者　
46
人

アルテリオ１階集会室

【テーマ１】 地域医療の整備（新中核病院の整備等）
○新中核病院は、駅に近いほうが良い。
○機能が分散する機能分担方式は、利用しづらいと
　思う。
【テーマ２】中心市街地の活性化（スピカビルの
有効活用、商店街の活性化等）
○スピカビルは、市民にとって使いやすい空間にし
　てほしい。
○市役所本庁舎・武道館・市民会館を更地にして、
　跡地に市民ホールを作ってはどうか。
○若い人が頑張っていろいろなイベントを行ってい
　るので、情報発信してほしい。など
【その他の意見】
○下館地区の甲乙丙は範囲が広く分かりづらいので、
　町名での表記を。
○若い人の働く場を増やすためにも、企業誘致をお
　願いしたい。
○地域の活性化のために、50号線沿いに「道の駅」
　を作れないか。

関城東小学校学区
２月18日参加者　22人

黒子公民館

【テーマ１】通学路を含めた学校における子どもたちの安全確
保について
○通学路の安全対策として、歩道・排水路の設置を含めた整備をし
　てほしい。
○通学路の草刈りについては、効果的に実施してほしい。
【テーマ２】空き家問題の現状と対策について
○空き家対策として、早く条例を作ってほしい。
○空き家を有効活用するために、市で買い上げ・売却を行ったり、
　市と連携して貸し出したりする方法もあるが、どうか。など
【その他の意見】
○市への要望先窓口（担当課）が、分かりづらい。
○公民館の図書室の本について、もっと充実させてほしい。
○公民館の老朽化が激しいため、修理等してもらえないか。



市政懇談会は市政懇談会は

志学塾一般クラス案内　　    4月 10日 より授業スタート 志学高等学校予備校一般クラス案内   
4月 10日 より授業スタート

４月中は

入会金（10,800円）無料
下館本校 ･ 志学教育センター ･ しがく輝翔館 ･ 玉戸校
明野校 ･ 結城校 ･ 真岡校 ･ 真壁校 ･ 下妻校
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　現在、小学校区単位で順次開催していますが、団体を対象とした懇談
会も開催します。
　ご希望の団体は、広報広聴課まで申し込んでください。

内容＝あらかじめ設定したテーマを踏まえた意見交換、地域等の課題に
　　　ついてのフリートーク
対象＝原則、対象地域に在住・在勤・在学している人

　参加については当日参加もできますが、会場準備のため事前に申込用
紙又は電話で申し込んでください。 （申込用紙は広報広聴課、各支所総
合窓口課に備え付けてあります。市ホームページからもダウンロードで
きます。）
■問い合わせ・申込み
広報広聴課 内線 314 　Fax：24-2513　メール：kouhou@city.chikusei.lg.jp

村
田
小
学
校
学
区

11 月 26日

参
加
者　
30
人

村田小学校体育館

【テーマ１】  地域医療の整備
○新中核病院建設については、桜川市の議会対策が必要
　ではないか。
○優秀な医師を集めないと、病院機能がうまく働かない
　のではないか。
○新中核病院の形態は、公設民営が良いと思う。
【テーマ２】 市役所本庁舎のあり方
○本庁舎をスピカビルに移転するとのことだが、税金を
　効率よく使い、無駄の無いように考えてほしい。
○スピカビルに移転するより本庁舎を耐震化して、今後
　も使用していけないか。
○耐震化がだめならば、別の場所へ建設を考えてもいい
　のではないか。など
【その他の意見】
○火災などの危険性があるので、空き家の対策を行って
　ほしい。
○用水路に木や草が生えてしまい流れが悪く、大雨では
　道路へ越水しているところもある。なんとかならないか。
○耕作放棄地が、原野化してしまい景観が悪くなってし
　まっているので、改善してほしい。

新
治
小
学
校
学
区

１月 30日

参
加
者　
20
人

協和公民館

【テーマ１】 協和中学校における学校運営の現況と今
後の方策について
○学校教育として、親と子を交えて専門の先生のカウン
　セリングが必要ではないか。
○生徒たちは、先生ともっと話したがっているように感
　じる。もっと話し合いが必要ではないか。
【テーマ２】 筑西市の平成 26年度の予算編成方針及
び重点事業の内容について（特に、協和地区における
現況と対応について）
○人口減少における今後の税収減に対して、企業誘致を
　積極的に行ってほしい。
○都市計画税の充当先・充当事業について教えてもらい
　たい。など
【その他の意見】
○新治廃寺跡・新治郡衙跡は見学者が増加している。魅
　力ある史跡なので、見学者のために周辺に駐車場を整
　備してほしい。
○子どもたちが安心して住めるようなまちづくりをする
　ことが大事だと思う。

▲

懇談会の様子

みなさんの声を、ぜひお聞かせください



茨城県筑西市玉戸 1053-4

http://www.s-diamondhall.co.jp
☎0296-28-8511

感動溢れる結婚式を

ティーラウンジ「アスナロ」にて軽食始めました。
メニュー　チキンカレー（サラダ・ドリンク付）1,080 円
　　　　　チキンカレーハーフ（　　　〃　　）　 760 円
　　　　　ピザトースト（サラダ・ドリンク付）　 860 円

Bridal FairBridal Fair
～ダイヤモンドホール～

模擬挙式
婚礼料理試食会
ﾄﾞﾚｽ試着・相談会

完全予約制　参加費 1,000 円
4月27日
10：30～

まちのわだいまちのわだい
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　境町在住の方から須藤市長宛てに
お礼の手紙が届きました。
　内容は、３月５日に市内を訪問し
た際、雨でぬかるんだ畑に車が落ち
てしまい途方にくれていたところ、
若いご夫婦が雨の中車を引き上げて
くれたそうです。「名前も言わず、『お
互いさん』と言って立ち去った方に
感謝いたします」という内容でした。

若いご夫婦に心から感謝
申し上げます

　ドメスティックバイオレンス
（ＤＶ）の被害に悩む女性の支援を
目的に活動するグループ、ＷＥＳＴら
いず（中

なかじょう
条 美

み ち こ
智子代表）が、ＤＶ

防止セミナーを２月 23日アルテリ
オ会議室で開催しました。セミナー
では、ＤＶについてグループ討論。
中条さんからは「求められる支援と
対応」などのお話がありました。

暴力のない社会を
　　　DV防止セミナー

　米の安定生産や品質向上、安心・
安全への配慮などに寄与したとし
て、渡

わたなべ
辺和

かずひろ
弘さん（旭ヶ丘）が県稲

作共進会で最優秀賞（農林水産大臣
賞）を受賞しました。
　渡辺さんは、無人ヘリや大型農業
機械を導入し、効率的な普通作経営
を行うとともに、後継者の育成にも
熱心に取り組んでいます。

復興を願い鎮魂の祈り
　　  キャンドルナイト

渡辺和弘さんが農林水産
大臣賞受賞

　２月 22日、市ネットワーカー協
議会（関

せきね
根静

しず こ
子会長）主催の「キャ

ンドルナイト筑西 2014」がアルテ
リオ前広場で行われ、東日本大震
災の犠牲者への鎮魂と復興を祈り、
キャンドルに火が灯

とも
されました。

　関根会長は「親子の絆・家族の絆・
地域の絆を大切にしたい」とあいさ
つをしました。

　２月 23日、市主催「食の安全・
安心講演会」で、ＴＢＳテレビ報道
局／解説・専門記者室長の杉

すぎお
尾秀

ひで や
哉

さんによる、「報道から見たこれから
の日本について」の講演が行われま
した。報道番組の裏話から、東日本
大震災により、日本は食の安全に意
識が高まっている話など幅広い内容
に150人の参加者は耳を傾けました。

低炭素社会の構築を！
  エコの木プロジェクト

食の安全・安心講演会
　　～アルテリオ集会室

　地球温暖化防止活動の報告・学び・
連携の輪を広げようと、低炭素杯実
行委員会（小

こ み や ま
宮山 宏

ひろし
委員長）主催

の低炭素杯で、茨城県からは「筑
西市商工会エコの木プロジェクト
部会・エコカレッジ 23・茨城大学
ＩＣＡＳ・いばらき自然エネルギー
ネットワーク」が参加し、東京ビッ
グサイトでプレゼンを行いました。



人輝く

間
々
田 

直
子
さん

平
成
25
年
度
内
閣
府
青
年
国
際
交
流
事
業

第
40
回
「
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
」

日
本
参
加
青
年
ユ

ス
リ

ダ

各国ユースリーダーがラオス首相を表敬訪問

ラオスのトンシン・タンマヴォン首相と各国ユースリーダーたちと
各国の全参加青年を代表して
スピーチをする間々田さん

船の中では参加青年たちが
それぞれの文化を紹介しあいます
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「
大
学
時
代
に
も
留
学
を
考
え
ま
し

た
が
、
海
外
旅
行
先
な
ど
で
英
語
で

会
話
が
で
き
る
よ
う
に
な

て
、
目

的
を
果
た
し
た
つ
も
り
で
い
ま
し
た
。

　

け
れ
ど
、
英
語
力
と
い
う
意
味
で

は
な
く
、
本
当
の
意
味
で
の
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
を
実
感
し
た
い
と
思

う
よ
う
に
な

て
…
」。

　

間
々
田
直
子
さ
ん
（
26
歳
、
甲
・

大
町
）
は
、
内
閣
府
が
行
う
「
東
南

ア
ジ
ア
青
年
の
船
」
に
参
加
し
た
理

由
を
そ
う
話
し
ま
す
。

　

「
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
」
は
、

昭
和
49
年
に
日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

加
盟
国
の
共

同
事
業
と
し

て
発
足
。
国

際
化
の
進
展

す
る
社
会
で

リ

ダ

シ

プ
を
発

揮
で
き
る
青
年
を
育
成
す
る
こ
と
な

ど
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

「
私
た
ち
は
、
国
内
で
事
前
研
修

を
重
ね
た
後
、
11
月
７
日
に
東
京
か

ら
出
航
。
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
、
シ
ン

ガ
ポ

ル
、フ

リ
ピ
ン
に
寄
港
し
、

12
月
16
日
、東
京
に
帰
港
し
ま
し
た
。

　

船
上
で
は
、
各
国
の
文
化
を
紹
介

す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ

シ

ン

や
ク
ラ
ブ
活
動
、デ

ス
カ

シ

ン
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

訪
問
国
で
は
、
ホ

ム
ス
テ

イ
や
課
題
別
視
察
を
通
し
て
、

文
化
を
学
び
交
流
し
ま
し
た
。

　

と
に
か
く
毎
日
が
特
別
な
経
験

で
、目
が
回
る
ほ
ど
忙
し
か

た
！
」

と
、間
々
田
さ
ん
は
振
り
返
り
ま
す
。

　

「
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
」
で
、

間
々
田
さ
ん
は
大
き
な
挑
戦
を
し
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
ユ

ス
リ

ダ

（
日
本
参
加
青
年
代
表
）に
な
る
こ
と
。

　

「
今
ま
で
、自
分
か
ら
進
ん
で
ト

プ
に
立
つ
と
い
う
こ
と
を
し
て
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
そ
の
立
場
の

重
さ

は
経
験
し
な
い
と
わ
か
ら

な
い
と
思
い
、
立
候
補
し
ま
し
た
」。

　

投
票
で
リ

ダ

に
選
ば
れ
た

間
々
田
さ
ん
は
、
そ
の

ト

プ
の

重
さ

に
苦
し
み
ま
す
。

　

「
毎
日
『
リ

ダ

で
い
る
こ
と
』

の
プ
レ

シ

と
戦

て
い
た
」

と
い
う
間
々
田
さ
ん
を
勇
気
づ
け
た

の
は
、
各
国
の
青
年
た
ち
で
し
た
。

「
各
国
の
リ

ダ

と
悩
み
を
話
し
て

『
自
分
の
チ

ム
を
信
じ
よ
う
。
一
人

ひ
と
り
と
リ

ダ

と
し
て
じ

な
く
、
友
人

と
し
て
接
し
よ
う
』

と
言
わ
れ
、
ハ

と
し
ま
し
た
」。

　

気
持
ち
が
晴
れ
る
と
、「
元
気
に

な

た
ね
！
心
配
し
て
た
の
よ
！
」

と
、
そ
れ
ま
で
話
し
て
い
な
か

た

人
た
ち
も
声
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。

国
を
超
え
て
心
を
通
わ
せ
、
間
々
田

さ
ん
に
見
え
た
「
リ

ダ

」
と
は

ど
ん
な
も
の
だ

た
の
で
し

う
か
。

　

「
リ

ダ

と
リ

ダ

シ

プ
は
違
う
と
気
付
い
た
。

リ

ダ

シ

プ

は
み

ん
な
が
持

て
い
な
き

い
け
な
い
も
の
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
リ

ダ

シ

プ
を
生
か
し

ま
と
め
る
の
が
リ

ダ

か
な
」。

　

こ
れ
か
ら
も
事
後
活
動
の
中
で

リ

ダ

と
し
て
成
長
し
、「
世
界
が

平
和
に
な
る
た
め
の
力
に
な
り
た
い
」

と
話
す
間
々
田
さ
ん
。
そ
の
瞳
は
、

世
界
へ
の
希
望
で
輝
い
て
い
ま
す
。

文
化
や
価
値
観
が
違

て
も
、

心
が
通
う
瞬
間
が
必
ず
あ
る

リ

ダ

と
し
て
の
挑
戦

見
え
て
き
た
、
リ

ダ

像


